
 

 

～令和 7年 3月 31日現在～ 

交通事故発生状況 

 

 

 スマートフォンや携帯電話は、通話機能のほかにもインターネット、メール、ゲー

ム等ができ、私たちの生活に欠かすことのできない大変便利なものになっています。 

しかし、その一方で、運転中にスマートフォンの画面を注視していたことが原因

で起きた交通事故が増加しており、いわゆる運転中の「ながらスマホ」が問題とな

っています。 

 自動車等を運転しながらのスマートフォン、携帯電話、カーナビゲーション等の

注視は、画面に意識が集中してしまい、周囲の危険を発見することができず、歩行

者や他の車に衝突するなど、重大な交通事故につながる極めて危険な行為ですので、

絶対にやめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 車両の運転中はもちろんのこと、歩きながらスマートフォンを操作する、いわゆる

「歩きスマホ」は、画面に夢中になることで周囲への注意力が散漫となり、転倒や

階段からの転落などによる怪我、他の歩行者や自転車との接触事故、ひったくりな

どの犯罪被害に遭うおそれもあり大変危険ですので、絶対にやめましょう。 

 

 

 

 

 

区 分 
人身事故

件  数 

死   者 負 傷 者 物件事故

件  数 件 数 人 数 重 傷 軽 傷 計 

令和６年 １ ０ ０ ０ １ １ ２７ 

令和７年 ２ ０ ０ １ １ ２ ２４ 

増 減 数 ＋１ ０ ０ ＋１ ０ ＋１ －３ 

加 美 警 察 署 

色 麻 町 


